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2013 年 12 月に勃発した南スーダンの内戦は 5 年が経過した。その間、幾度か和平合意が締結
されたがいずれも破綻し、先延ばしされた合意の履行に向け、政府間の調整が続けられている。
2018年時点で内戦期間中の犠牲者は推定約 40万人［LSHTM 2018］、国内避難民は約 190万人、





























把握する統治の技法と言える。難民受け入れ国の当局、国連難民高等弁務官事務所（The Office of 















る。配給カードの商取引は、「カードゲーム（card games）」［Bulley 2014, 73］とも呼ばれ、難民の
狡猾さを示す行為というよりは、「硬直した難民登録システムに対する難民の創造的な応答」


















ウガンダに留まっていた 20 万人弱のスーダン難民の大部分が帰国した。しかし、2011 年 7 月の
南スーダンの独立の 1年半後に勃発した新たな国内紛争は、再び難民流出を引き起こした。 




Center）に行き、難民登録を行った。当初、難民登録は、ウガンダ首相府（The Office of the Prime 
















（World Food Programme: WFP）が試算した適正なカロリー数や栄養価に基づき、家族数、難民の
居住年数といった基準に応じて決められている。 
 
                                                        
3 現在、南スーダン人は、プリマファキエ（prima facie）の審査基準（一見したところ難民と認定できるとする判
断手法）が適用されており、簡便な手続きで難民審査が行われる。 
4 Corn Soya Blend。トウモロコシと大豆の粉末を混ぜ合わせた栄養強化食糧。 
難民登録とインフォーマル・エコノミー 





















ゴで難民を対象に実施されたある NGO の調査では、回答者の 65%が、食料不足と回答している
［Jakani 2015］。食料不足は、配給の遅延、南スーダンにおける極度のインフレに伴う本国からの
送金の減少、資金不足による食糧援助の削減、難民数の増加に伴う家族あたりの土地面積の削減 5
                                                        
5 キリヤンドンゴでは、2013年末時点、家族当たりの土地の割り当て面積は 100メートル×50メートルであった
難民登録とインフォーマル・エコノミー 














支援に対する資金を凍結すると発表した［Okiror 2019］。この事件後、OPM の 4 人の職員が停職
となり取り調べを受け、UNHCRウガンダ代表は後任に引き継がれた［Schlein 2018; Draku 2018］。 
2018年 4月、UNHCRは 1100万米ドルを拠出して新たな生体認証システムを導入し、OPMと
ともに、すべての難民居住地でヴェリフィケーション（verification）7を実施した。ここで、指紋と











筆者の聞き取り調査によれば、キリヤンドンゴでは、2016 年後半から OPM の役人が難民登録
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ば、多重登録は、家族証明に添付された家長の写真だけを別人の写真ととりかえ、登録し直すと
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